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令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

【
日
本
史
】

遣
唐
使
に
お
け
る
航
海
に
つ
い
て
の
考
察�

臼
田　

瞬
希

日
本
各
地
へ
の
稲
作
文
化
定
着
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス�

上
村　

航
大

平
城
宮
に
お
け
る
宮
城
十
二
門
の
研
究

―
東
面
宮
城
門
の
検
討
を
中
心
に
―�

日
下
部
健
人

女
帝
誕
生
の
正
統
性

―
古
代
の
皇
位
継
承
問
題
と
そ
の
政
治
的
背
景
―�

左
近　

啓
介

史
料
か
ら
み
る
日
本
古
代
食
文
化
の
変
遷�

佐
々
木
泰
仁

日
本
古
代
に
お
け
る
門
の
性
格

―
平
城
宮
諸
門
に
関
す
る
考
察
―�
武
村　

智
生

継
体
天
皇
の
出
自
と
王
朝
交
替
説�
田
辺　

元
哉

古
代
に
お
け
る
怨
霊
思
想
と
そ
の
展
開�

津
田
あ
り
さ

日
本
古
代
に
お
け
る
「
レ
ガ
リ
ア
」
の
変
容

―
「
二
種
の
神
璽
」
か
ら
「
三
種
の
神
器
」
へ
と
な
っ
た
背
景
を
中
心
に
―�

�

堤　
　

稜
馬

伊
勢
斎
王
の
制
度
と
そ
の
創
始�

濵
田　

一
歩

日
本
古
代
の
王
位
継
承
と
王
権
の
確
立

―
雄
略
天
皇
の
即
位
と
画
期
を
め
ぐ
っ
て
―�

平
山　
　

空

郡
稲
の
成
立
と
そ
の
起
源�

前
田
真
友
希

奈
良
時
代
に
お
け
る
貴
族
の
服
飾
に
つ
い
て

―
制
度
の
観
点
か
ら
―�

向
田　
　

凌

日
本
古
代
の
女
官
の
変
容�

矢
嶋　

文
奈

壬
申
の
乱
に
お
け
る
功
臣
と
地
方
豪
族�

矢
田　

晴
紀

古
代
吉
備
氏
と
神
社�

山
﨑　

史
人

�

☆�

☆�

☆

高
師
直�

大
川　
　

駿

山
城
国
一
揆
に
つ
い
て�

河
原　
　

旭

御
成
敗
式
目
に
つ
い
て�

岸
洋
介
ミ
ゲ
ー
ル

武
田
勝
頼
の
再
評
価
に
つ
い
て�

見
城　

幸
太

天
正
地
震
に
お
け
る
津
波
発
生
の
有
無
を
中
心
と
し
た
被
害
実
態
に
つ
い
て�

�

坂
井　

優
斗

高
屋
城
に
つ
い
て�

櫻
井　
　

叡

中
世
・
南
北
朝
以
前
の
大
和
勢
力�

清
水　

宗
真

伏
見
城�

杉
本
明
日
香

細
川
ガ
ラ
シ
ャ�

沼
田
紗
也
香

安
土
城
焼
失
に
つ
い
て�

野
村　
　

凪

中
世
の
長
野
県
飯
田
下
伊
那
地
域
の
歩
み

―
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
伊
那
郡
伴
野
庄
か
ら
考
え
る
―�

原　
　

諒
泰
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平
泉
藤
原
氏�

部
屋　

裕
俊

残
存
史
料
か
ら
考
察
す
る
征
西
府�

松
藤　

拓
也

応
仁
の
乱
に
つ
い
て�

南　

眞
太
朗

大
坂
本
願
寺
の
寺
内
町
に
つ
い
て�

宮
本　

晟
界

三
木
金
物
に
つ
い
て�

真
子　

知
也

武
士
成
立
論�

若
生　

健
人

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

江
戸
時
代
の
堕
胎
・
間
引
き
に
お
け
る
胎
児
観�

青
木　

優
太

近
世
・
近
代
日
本
に
お
け
る
異
性
装�

居
山　

美
紀

国
会
開
設
期
に
お
け
る
入
会
地
利
用
の
変
化�

川
島　

紅
葉

日
本
近
世
の
読
み
書
き
能
力
と
出
版
文
化�

竹
下　

優
花

戊
辰
戦
争
期
の
撒
兵
隊
と
周
辺
地
域�
中
川　
　

颯

木
曽
義
仲
像
の
変
遷�
二
ノ
宮
由
大

近
世
の
長
崎
貿
易
と
抜
荷�

前
久
保
駿
也

近
世
の
韮
山
代
官
と
地
域
社
会�

望
月　
　

蘭

明
治
期
の
コ
レ
ラ
と
地
域
社
会�

森
金
ち
ひ
ろ

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

近
代
日
本
に
お
け
る
障
が
い
者
教
育
の
展
開
に
つ
い
て�

大
関　

栄
治

番
組
小
学
校
と
地
域
社
会�

大
橋　

桜
和

近
代
日
本
に
お
け
る
家
庭
教
育
観�

川
田　

一
輝

明
治
初
年
の
農
民
騒
擾�

小
池　

裕
介

近
世
後
期
に
お
け
る
罪
と
罰�

佐
々
木
菜
穂

近
現
代
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
女
性
の
生
活
実
態
に
つ
い
て

�

嶌
田　
　

梨

大
和
川
亀
の
瀬
地
す
べ
り
と
そ
の
背
景�

竹
内　

和
穂

近
代
に
お
け
る
西
宮
神
宮
開
門
神
事
の
展
開
と
地
域
社
会

�

田
中　
　

奏

軍
事
施
設
と
地
方
都
市
の
発
展�

千
代
森
健
人

一
九
三
〇
年
代
の
国
際
観
光
政
策
と
地
域
社
会�

中
田　

悠
斗

明
治
期
の
コ
レ
ラ
流
行
と
そ
の
対
策�

西
田　

昂
平

一
九
七
八
年
宮
城
県
沖
地
震
の
被
害
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

�

俣
野　

如
子

明
治
後
期
の
奈
良
に
お
け
る
近
代
建
築�

松
井　

健
勝

第
六
回
極
東
選
手
権
競
技
大
会
に
つ
い
て�

松
本　

真
治

近
代
に
お
け
る
大
衆
芸
能
の
変
化�

山
下　

純
資

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

観
光
振
興
か
ら
見
る
昭
和
期
の
伊
勢
市
の
姿�

五
百
雀　

優

蔣
経
国
体
制
下
で
の
日
台
関
係
の
構
築
と
そ
の
後

―
実
質
関
係
維
持
と
航
空
路
線
問
題
を
中
心
に
―�

木
戸
脇
壮
汰

独
ソ
戦
の
勃
発
・
展
開
と
日
本�

久
保　
　

旭
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昭
和
・
平
成
期
に
お
け
る
日
本
の
就
職
活
動
の
変
遷

―
就
職
協
定
を
中
心
に
―�

狐
坂　

潤
人

昭
和
期
に
お
け
る
富
士
山
へ
の
ま
な
ざ
し
と
地
域
社
会

�

新
開　

康
恒

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
大
阪
に
お
け
る
朝
鮮
国
籍
書
換
運
動

�

韓　
　

美
玲

中
学
校
・
高
等
学
校
の
昭
和
史
・
平
成
史

―
何
が
、
ど
の
よ
う
に
・
な
ぜ
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
―�

�

前
野　

友
吾

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

「
羽
黒
騒
動
」
に
つ
い
て
の
考
察�

川
村　

京
平

北
条
政
子
に
つ
い
て�

―
「
御
台
所
」
と
「
母
儀
」
を
め
ぐ
っ
て
―�
種
子
田
紗
希

鎌
倉
幕
府
三
浦
氏
と
馬
に
つ
い
て
の
考
察�

東
護
真
之
介

中
世
後
期
十
炷
香
に
お
け
る
「
懸
物
」
の
一
考
察�

―
『
言
継
卿
記
』
に
お
け
る
懸
物
記
事
か
ら
―�

中
川　

太
陽

松
永
久
秀
と
足
利
義
輝
の
関
係
に
つ
い
て�

中
西　

優
輔

『
看
聞
日
記
』
に
み
る
酒
宴

―
伏
見
御
所
と
京
都
一
条
東
洞
院
「
新
亭
」
と
の
比
較
―�

中
西　

栄
美

千
秋
万
歳
に
つ
い
て�

羽
村　

優
花

九
条
政
基
在
荘
時
の
和
泉
国
日
根
荘
と
周
辺
地
域
の
連
携
に
つ
い
て

―
「
ク
ミ
ノ
郷
」「
梏
之
郷
」「
絞
之
郷
」
に
関
す
る
考
察
―�

飛
田　

晃
平

佐
竹
氏
に
よ
る
南
奥
州
進
出
に
関
す
る
考
察�

村
山
祐
一
郎

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

近
世
紀
行
文
に
み
る
旅
行
観�

石
川
ひ
か
る

明�

治
～
大
正
期
に
お
け
る
〝
女
性
〟
社
会
主
義
者
に
よ
る
女
性
解
放

運
動
・
廃
娼
運
動
の
意
義�

市
橋　

菜
香

二
つ
の
膝
丸�

小
原　

美
海

四
国
遍
路
へ
の
認
識
の
差
異
と
変
遷�

河
野　

達
也

大
正
期
に
お
け
る
怪
異
妖
怪
記
事
の
新
聞
連
載�

河
村　

美
穂

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
か
ら
見
る
メ
デ
ィ
ア
戦
略�

木
部　

愛
理

岡
山
県
に
お
け
る
ば
ら
寿
司
の
変
化�

楠
田
龍
之
介

二
〇
世
紀
に
お
け
る
化
粧
文
化
の
変
容�

國
枝
穂
乃
佳

雑
誌
か
ら
み
た
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
新
し
い
女�

富
永　

音
羽

一
九
八
〇
年
代
の
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
か
ら
み
た
現
代
社
会
の
あ
り
方

�

中
井　

一
稀

明
治
期
に
お
け
る
怪
異
・
妖
怪
文
化�

西
村　

拓
真

小
林
多
喜
二
が
見
た
治
安
維
持
法�

畠
山　

大
空

地
方
路
線
と
沿
線
自
治
体
の
変
容�

廣
岡
竜
太
朗

南
予
地
域
に
お
け
る
祭
り
の
祭
礼
化
と
牛
鬼�

松
下　

直
樹



−　 −198

近
世
日
本
に
お
け
る
輸
入
ワ
イ
ン
と
葡
萄
酒�

溝
田　

大
翔

茶
会
記
か
ら
見
る
菓
子
の
変
遷�

山
口　

由
麻

【
世
界
史
】

則
天
武
后
の
生
涯�
―
な
ぜ
女
帝
に
な
れ
た
の
か
―�

石
田
菜
摘
美

中
国
に
お
け
る
粉
食
に
つ
い
て�

石
田　

麻
彩

琉
球
処
分
前
後
の
日
清
交
渉
に
つ
い
て�

上
田　

涼
斗

朝
鮮
時
代
末
期
に
お
け
る
中
朝
国
境
地
帯
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

―
中
朝
外
交
と
の
関
連
を
ふ
ま
え
て
―�

柴　
　

尚
玖

王
直
に
つ
い
て�

田
中　

友
朗

古
代
中
国
に
お
け
る
秩
序
形
成
と
酒�

藤
原
忍
ア
ブ
ド
ゥル
ラ
ハマ
ン

『
清
明
上
河
図
』
か
ら
見
る
北
宋
代
開
封
の
生
活�
山
上
阿
里
紗

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

十
字
軍
国
家
の
顛
末�

上
田　

脩
人

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
末
期
の
カ
リ
フ
宮
廷
の
内
情�

江
村　

凌
我

初
期
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
修
業
方
法
と
そ
の
変
遷�

大
庭　

愛
梨

二
つ
の
『
マ
カ
ー
マ
ー
ト
』
の
誕
生�

加
納　

優
香

旅
行
記
か
ら
見
る
一
九
世
紀
末
の
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ�

堺　
　

春
人

一
六
世
紀
初
頭
の
遊
牧
民
国
家
と
新
興
シ
ー
ア
派
宗
教
国
家
の
対
立

�

田
邊　

知
也

バ
ー
ブ
ル
の
カ
ー
ブ
ル
王
国
の
領
域
と
そ
の
支
配�

永
石　

悠
祐

ラ
シ
ー
ド=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
歴
史
集
成
か
ら
見
る
初
期
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

�

長
﨑　

怜
央

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
が
見
た
地
中
海
世
界
の
変
容

�

金
山　

直
輝

ジ
ョ
ン
王
と
イ
ギ
リ
ス
王
権
の
発
展�

久
保　
　

響

ロ
ー
マ
皇
帝
礼
拝
と
属
州
社
会�

幸
田　

最
士

ヘ
ク
ト
ル
が
愛
し
た
ト
ロ
イ
ア

―
ト
ロ
イ
ア
の
繁
栄
と
滅
亡
―�

寺
中　

智
輝

古
代
ア
ン
デ
ス
の
宗
教�

―
死
者
崇
拝
を
中
心
と
し
て
―�

小
林　

杏
菜

古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
円
形
闘
技
場

―
そ
の
歴
史
的
役
割
に
つ
い
て
―�

中
尾
亜
来
大

最
後
の
五
賢
帝�

―
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
―�

中
本　

晶
大

古
代
ア
テ
ナ
イ
人
の
死
生
観
に
つ
い
て�

東
原　

順
平

ホ
メ
ロ
ス
叙
事
詩
の
成
立�

村
田　

雪
菜

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

戦
間
期
の
日
英
関
係�

上
村　

和
志

文
化
支
援
の
日
英
比
較�

尾
崎　

春
香
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プ
ラ
ハ
の
春
後
の
連
邦
化
と
ビ
ロ
ー
ド
離
婚
に
至
っ
た
要
因

�

書
川　

琴
音

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
書
籍
業
界
の
発
展
と
作
家�

北
川　

雅
崇

ド
イ
ツ
統
一
を
め
ぐ
る
両
独
関
係�

久
保
田
源
規

第
二
次
世
界
大
戦
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人�

髙
橋　
　

輝

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
歴
史�

田
中　

奎
伍

白
豪
主
義
と
日
英
同
盟�

谷
井　

源
起

鉄
条
網
の
歴
史�

西
元　

郁
人

イ
ギ
リ
ス
の
男
女
雇
用
平
等
法�

沼
澤　
　

琳

戦
後
の
沖
縄
南
米
移
民�

矢
野　

悠
那

イ
ギ
リ
ス
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
歴
史�

山
口　

大
輔

�

☆�

☆�

☆

黒
い
雨
訴
訟
と
広
島
・
長
崎�
石
谷　

康
丞

日
本
に
お
け
る
原
子
力
政
策
の
変
遷
と
そ
の
特
異
点�

加
藤
健
太
郎

戦
争
か
ら
み
る
人
々
の
娯
楽�

清
見　

祥
真

近
代
が
結
ん
だ
新
し
い
女
性
文
化
の
繋
が
り�

近
藤　

充
輝

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
歴
史

―
二
〇
世
紀
半
ば
か
ら
現
在
ま
で
の
世
界
の
歩
み
―�

佐
藤　

亮
輔

核
抑
止
論
と
核
廃
絶
論�

鈴
木　

俊
亮

太
平
洋
戦
争
か
ら
見
る
田
舎
と
都
会
の
違
い
に
つ
い
て

―
疎
開
問
題
を
含
む
―�

相
馬　

久
德

無
差
別
攻
撃
の
意
義
と
モ
ラ
ル
に
つ
い
て

―
空
爆
の
歴
史
と
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
―�

竹
冨　
　

翼

日
米
両
国
に
お
け
る
原
爆
投
下
に
対
す
る
考
え
方
と
こ
れ
か
ら

�

笘
篠　

一
輝

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
が
日
本
に
与
え
た
影
響

―
憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
方
―�

友
松　

隆
介

日
本
の
新
た
な
安
全
保
障
戦
略
に
つ
い
て
考
え
る�

野
仲　

雅
人

旧
冷
戦
終
結
か
ら
［
新
冷
戦
］
の
国
際
形
勢�

潘　
　

宇
鍇

世
界
各
国
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ�

御
手
洗
友
果

現
在
の
核
兵
器
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
の
考
察�

宗
定　

芳
長

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度
文
学
研
究
科
修
士
論
文
題
目

三
国
時
代
の
「
名
士
」
と
群
雄
の
勢
力
基
盤�

原　
　

誠
人
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受
贈
雑
誌
及
び
図
書

（
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
～
二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
一
日
受
贈
分
）

【
雑
誌
】

愛
大
史
学
（
愛
知
大
学
文
学
部
歴
史
地
理
学
科
）　

三
三
号

愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要　

六
九
輯

青
山
史
学
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
）　

四
二
号

岩
手
史
学
研
究
（
岩
手
史
学
会
）　

一
〇
四
号

鴨
台
史
学
（
大
正
大
学
史
学
会
）　

一
八
～
一
九
号

鷹
陵
史
学
（
鷹
陵
史
学
会
）　

五
〇
号

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要　

二
四
号

大
阪
公
大
日
本
史
（
大
阪
公
立
大
学
日
本
史
学
会
）　

二
七
号

大
阪
公
立
大
学
東
洋
史
論
叢
（
大
阪
公
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

東
洋
史
研
究
室
）　

二
三
号

大
谷
大
学
史
学
論
究
（
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
）　

二
九
号

オ
ク
サ
ス
学
会
紀
要　

追
悼
号

海
南
史
学
（
高
知
海
南
史
学
会
）　

六
二
号

漢
学
研
究
通
訊
（
漢
学
研
究
中
心　

中
華
民
国
・
台
北
市
）　

一
六

八
～
一
七
一
期

神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
紀
要　

一
六
号

紀
尾
井
論
叢
（
上
智
大
学Sapientia

会
）　

九
号

京
都
学
・
歴
彩
館
紀
要
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
）　

七
号

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要　

三
〇
号

キ
リ
ス
ト
教
史
学
（
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
）　

七
八
集

熊
本
史
学
（
熊
本
史
学
会
）　

一
〇
四
号

CH
RO

N
O

S

（
京
都
橘
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
）　vol. 49

群
馬
県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
紀
要　

四
号

神
戸
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）　

三
九
号

国
士
舘
史
学
（
国
士
舘
大
学
史
学
会
）　

二
八
号

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
国
史
談
話
会
）　

六
四
号

史
苑
（
立
教
大
学
史
学
会
）　

八
四
巻
一
～
二
号

史
海
（
東
京
学
芸
大
学
史
学
会
）　

六
七
～
六
九
号

史
学
（
三
田
史
学
会
）　

九
二
巻
三
～
四
号
、
九
三
巻
一
～
四
号

史
学
研
究
集
録
（
國
學
院
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
大
学
院
会
）　

四

八
号

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）　

一
九
〇
～
一
九
一
冊

四
国
遍
路
と
世
界
の
順
礼
（
愛
媛
大
学
四
国
遍
路
・
世
界
の
順
礼
研

究
セ
ン
タ
ー
）　

九
号

史
聚
（
史
聚
会
）　

五
七
号

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）　

一
三
九
～
一
四
〇
号
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史
艸
（
日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
）　

六
四
号

史
叢
（
日
本
大
学
史
学
会
）　

一
〇
九
～
一
一
〇
号

史
友
（
青
山
学
院
大
学
史
学
会
）　

五
六
号

就
実
大
学
史
学
論
集
（
就
実
大
学
総
合
歴
史
学
科
）　

三
八
号

秋
大
史
学
（
秋
田
大
学
史
学
会
）　

七
〇
号

上
越
社
会
研
究
（
上
越
教
育
大
学
社
会
科
教
育
学
会
）　

三
八
号

上
智
史
学
（
上
智
大
学
史
学
会
）　

六
八
号

信
大
史
学
（
信
大
史
学
会
）　

四
八
号

人
文
学
報
（
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
）　

歴
史
学
・
考
古

学　

五
二
号

ス
ペ
イ
ン
史
研
究
（
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
）　

三
七
号

住
友
史
料
館
報　

五
五
号

聖
心
女
子
大
学
大
学
院
論
集　

四
六
巻
一
・
二
号
合
併
号

西
洋
史
学
報
（
広
島
西
洋
史
学
研
究
会
）　

五
〇
号

西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）　

四
五
号

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）　

六
八
～
七
四
号

橘
史
学
（
京
都
橘
大
学
歴
史
文
化
学
会
）　

三
八
号

地
域
研
究
い
た
み
（
伊
丹
市
）　

五
三
号

千
葉
史
学
（
千
葉
歴
史
学
会
）　

八
三
～
八
四
号

中
央
史
学
（
中
央
史
学
会
）　

四
七
号

中
京
大
学
文
学
会
論
叢　

一
〇
号

帝
京
史
学
（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
）　

三
九
号

帝
京
大
学
外
国
語
外
国
文
化（
帝
京
大
学
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
）　

一
五
号

東
海
史
学
（
東
海
大
学
史
学
会
）　

五
八
号

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
）　

二
八
号

東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要　

五
五
号

東
洋
史
苑
（
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
）　

九
七
～
九
八
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　

史
学
科
篇　

四
九
号

東
洋
文
化
研
究
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）　

二
六
号

七
隈
史
学
（
七
隈
史
学
会
）　

二
六
号

奈
良
学
研
究
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所
）　

二
六
号

奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要　

二
四
号

奈
良
時
代
政
治
史
研
究
（
奈
良
時
代
政
治
史
研
究
会
）　

二
～
四
号

寧
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）　

六
九
号

奈
良
歴
史
研
究
（
奈
良
歴
史
研
究
会
）　

九
四
～
九
五
号

鳴
門
史
学
（
鳴
門
史
学
会
）　

三
七
集

新
潟
史
学
（
新
潟
史
学
会
）　

八
六
～
八
七
号

日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）　

六
八
集
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日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
思
想
史
研

究
室
）　

五
五
号

日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）　

三
八
輯

日
本
文
化
史
研
究
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所
）　

五

五
号

日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要　

五
四
号

年
報
近
現
代
史
研
究
（
近
現
代
史
研
究
会
）　

一
六
号

年
報
中
世
史
研
究
（
中
世
史
研
究
会
）　

四
九
号

白
山
史
学
（
白
山
史
学
会
）　

六
〇
号

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
大
阪
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
）　

二

一
号

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
紀
要　

一
輯

非
文
字
資
料
研
究
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
非
文
字
資

料
研
究
セ
ン
タ
ー
）　

二
七
号

非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー N

ew
s Letter

（
神
奈
川
大
学
日
本
常

民
文
化
研
究
所
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
） N

o. 50

～51

弘
前
大
学
国
史
研
究
（
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
）　

一
五
五
～
一
五

六
号

文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
）　

一
六
一
輯

碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
研
究
紀
要
（
同
年
報
令
和
二
・
三
・

四
年
度
）N
o. 7

法
政
史
学
（
法
政
大
学
史
学
会
）　

一
〇
〇
～
一
〇
一
号

法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
史
学
会
）　

五
一
号

北
大
史
学
（
北
大
史
学
会
）　

六
三
号

北
陸
史
学
（
北
陸
史
学
会
）　

七
二
号

三
重
大
史
学
（
三
重
大
学
人
文
学
部
考
古
学
・
日
本
史
・
東
洋
史
研

究
室
）　

二
四
号

御
影
史
学
論
集
（
御
影
史
学
研
究
会
）　

四
九
号

三
井
文
庫
論
叢　

五
七
号

民
具
マ
ン
ス
リ
ー
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
）　

五
六

巻
八
～
一
二
号
、
五
七
巻
一
～
七
号

明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
（
明
治
大
学
東
洋
史
談
話
会
）　

二
八
号

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
）　

一
九
号

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
研
究
（
東
北
学
院
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
総
合

研
究
所
）　

二
五
号

米
沢
史
学
（
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
日
本
史
学
科
米
沢
史
学

会
）　

三
九
号

洛
北
史
学
（
洛
北
史
学
会
）　

二
六
号

立
正
史
学
（
立
正
大
学
史
学
会
）　

一
三
四
～
一
三
五
号

立
命
館
史
学
（
立
命
館
史
学
会
）　

四
三
号
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龍
谷
史
壇
（
龍
谷
史
学
会
）　

一
五
七
～
一
五
九
号

歴
史
（
東
北
史
学
会
）　

一
四
一
～
一
四
二
輯

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）　

六
一
号

歴
史
研
究
（
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会
）　

六
九
号

歴
史
人
類
（
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
ビ
ジ
ネ
ス
科
学
学
術
院
人

文
社
会
科
学
研
究
群
人
文
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
歴
史
・
人
類
学
サ

ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）　

五
二
号

歴
史
と
民
俗
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
）　

四
一
号

和
菓
子
（
虎
屋
文
庫
）　

三
一
号

Japan Review
 (T

he International R
esearch C

enter for 

Japanese Studies) 38

【
図
書
】

明
石
の
燐
寸
（
明
石
市
史
編
さ
ん
委
員
会
）

石
川
県
能
美
市
・
小
松
市
河
田
向
山
古
墳
群
（
金
沢
学
院
大
学
文
学

部
二
〇
二
三
年
度
考
古
学
特
殊
講
義
履
修
者
）

茨
城
県
土
浦
市
前
神
田
遺
跡
・
大
畑
本
田
遺
跡
―
令
和
二
年
度
市
内

遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
―
（
土
浦
市
教
育
委
員
会
）

茨
城
県
土
浦
市
武
者
塚
古
墳
・
坂
田
塙
台
一
号
墳
―
土
浦
市
教
育
委

員
会
・
筑
波
大
学
考
古
学
研
究
室
合
同
発
掘
調
査
報
告
書
２
―（
土

浦
市
教
育
委
員
会
）

茨
城
県
土
浦
市
令
和
四
年
度
土
浦
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
土

浦
市
教
育
委
員
会
）

茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館
開
館
四
〇
周
年
記
念
第
四
〇
回
テ
ー
マ
展　

藤
原
鎌
足
と
大
織
冠
信
仰

大
分
県
仏
教
美
術
調
査
報
告
一
〇　

国
東
半
島
の
石
塔
（
大
分
県
立

歴
史
博
物
館
）

大
分
県
仏
教
美
術
調
査
報
告
一
一　

天
保
十
二
丑
年
踏
絵
紀
行
（
大

分
県
立
歴
史
博
物
館
）

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
年
報
二
〇
二
三

金
沢
学
院
大
学
考
古
学
調
査
報
告
４　

河
田
山
九
号
墳
確
認
調
査
報

告
書
（
１
）（
金
沢
学
院
大
学
文
学
部
文
学
科
歴
史
学
専
攻
考
古

学
ゼ
ミ
）

企
画
展
図
録　

扁
額
・
古
文
書
・
檀
林
関
係
資
料
―
京
都
府
暫
定
登

録
文
化
財
と
な
っ
た
向
日
市
内
の
文
化
財
の
な
か
か
ら
―
（
向
日

市
文
化
史
料
館
）

京
都
大
学
総
合
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録
第
一
一
号　

若
王
子
神
社
文

書
・
御
影
堂
宣
阿
弥
文
書
・
中
孫
三
郎
家
文
書
（
岩
﨑
奈
緒
子
・

高
井
多
佳
子
）

金
鯱
叢
書　

史
学
美
術
史
論
文
集　

第
五
一
輯
（
徳
川
黎
明
会
）
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四
條
畷
市
史
資
料
第
二
集　

河
内
国
讃
良
郡
中
野
村
・
南
野
村
・
岡

山
村
文
書
―
平
尾
兵
吾
氏
収
集
文
書
―（
四
條
畷
市
教
育
委
員
会
）

新
編
知
立
市
史
別
巻　

は
じ
め
て
の
知
立
市
史

相
武
地
域
史
研
究
会
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

軍
隊
・
戦
争
と
地
域

社
会
―
津
久
井
・
横
浜
・
小
田
原
―
報
告
書

第
三
八
回
特
別
展　

天
ニ
不
時
之
災
害
ヲ
起
ス
有
リ　

後
ノ
記
憶
ト

為
ス
―
遺
跡
と
記
録
に
み
る
災
害
と
防
災
―
（
四
條
畷
市
立
歴
史

民
俗
資
料
館
）

第
八
十
二
回
虎
屋
文
庫
資
料
展　

包
む
・
彩
る
・
伝
え
る　
「
虎
屋

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
展

千
曲
市
武
水
別
神
社
神
官
松
田
邸
開
館
記
念
特
別
展　

徳
川
家
康
×

武
田
信
玄　
「
松
田
家
文
書
」
と
「
屋
代
家
文
書
」　

千
曲
市
の
二

大
中
世
文
書
（
千
曲
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
武
水

別
神
社
神
官
松
田
邸
）

調
査
研
究
報
告 N

o. 73　

戦
時
期
に
お
け
る
植
民
地
住
民
子
女
の
学

校
教
育
経
験
（
梅
野
正
信
編　

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

調
査
研
究
報
告 N

o. 74　

戦
時
期
の
大
連
・
新
京
に
お
け
る
中
学
校

生
徒
の
生
活
と
時
代
認
識　

聞
き
取
り
調
査
か
ら
（
市
山
雅
美
編　

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

調
査
研
究
報
告 N

o. 75　

日
本
語
に
お
け
る
漢
語
語
基
史
と
新
漢
語

史
の
た
め
の
基
礎
的
調
査
研
究
―
漢
字
・
漢
語
の
〝
気
づ
か
な
い

近
代
化
〟
―
（
安
部
清
哉
編
著　

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

調
査
研
究
報
告 N

o. 76  School Culture and H
eatstroke in 

Secondary and H
igher Education in Japan and M

alaysia

（Izum
i Y

am
asaki et al. 

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

土
浦
市
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
年
報　

第
二
九
号

二
〇
二
二
年
度
愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
主
催
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書　

コ
ロ
ナ
禍
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
―

人
文
社
会
学
の
知
見
を
も
と
に
考
え
る

日
本
歴
史
学
協
会
年
報　

三
九
号

函
館
カ
ト
リ
ッ
ク
元
町
教
会
調
査
報
告
書
（
函
館
カ
ト
リ
ッ
ク
元
町

教
会
調
査
研
究
委
員
会
編
）

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
二
〇
二
三

柳
沢
文
庫
年
報
第
一
二
号　

令
和
五
年
度
（
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文

庫
保
存
会
）

令
和
六
年
度
夏
期
企
画
展　

万
葉
挽
歌
―
人
形
か
ら
み
る
古
の
奈

良
―
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

令
和
六
年
度
平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展　

聖
武
天
皇
が
即
位
し

た
と
き
。
―
聖
武
天
皇
即
位
一
三
〇
〇
年
記
念
―
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〈
谷
口
雄
太
論
文
掲
載
に
あ
た
っ
て
の
経
緯
説
明
〉

本
号
に
は
、『
奈
良
史
学
』
第
四
一
号
所
収
の
濱
松
里
美
論
文
に
対
す

る
批
判
と
し
て
、
奈
良
大
学
史
学
会
非
会
員
で
あ
る
谷
口
雄
太
氏
（
中

世
日
本
史
、
現
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
教
員
）
の
投
稿
論
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
四
年
度
の
奈
良
大
学
史
学
会
会
長
と
し

て
、
以
下
に
谷
口
論
文
掲
載
に
至
る
経
緯
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

本
誌
第
四
一
号
が
二
〇
二
四
年
二
月
一
日
付
で
発
行
さ
れ
、
奈
良
大

学
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
も
す
ぐ
さ
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

同
年
六
月
、
か
ね
て
よ
り
私
木
下
と
研
究
交
流
の
あ
っ
た
谷
口
氏
よ
り
、

濱
松
論
文
に
対
す
る
疑
義
が
メ
ー
ル
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
疑
義
の
内
容

が
、
事
実
認
識
や
史
料
解
釈
の
簡
単
な
誤
認
と
い
っ
た
「
軽
微
」
な
も

の
―
―
歴
史
学
で
は
こ
れ
自
体
、
重
要
な
批
判
と
な
り
ま
す
が
―
―
で

あ
れ
ば
、
本
人
同
士
の
私
信
の
や
り
と
り
で
済
ま
せ
て
も
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
本
号
の
谷
口
論
文
に
あ
る
よ
う
に
、
濱
松
論
文
へ
の
批
判
内

容
が
、
研
究
史
整
理
や
引
用
の
方
法
、
お
よ
び
論
理
展
開
と
い
っ
た
重

要
事
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
木
下
か
ら
谷
口
氏
へ
、

濱
松
氏
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
研
究
史
全
体
の
建
設
的
な
発
展
の
た
め

に
も
、是
非
批
判
論
文
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、そ
の
際
に
は
、

公
共
的
な
一
学
会
で
も
あ
る
奈
良
大
学
史
学
会
の
健
全
な
運
営
の
た
め

に
も
、
投
稿
先
と
し
て
『
奈
良
史
学
』
も
是
非
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い

こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
月
末
に
谷
口
氏
よ
り
、『
奈
良
史
学
』
へ
批
判
論
文
を
投

稿
す
る
意
志
が
あ
る
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
奈
良
大
学
史
学
会
の
構
成
員

で
あ
る
史
学
科
教
員
へ
投
稿
の
可
否
に
つ
い
て
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

査
読
を
前
提
に
投
稿
を
可
と
す
る
こ
と
が
九
月
半
ば
に
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
う
け
、
一
〇
月
前
半
に
谷
口
論
文
の
投
稿
が
あ
り
、
す
ぐ

さ
ま
日
本
史
教
員
二
名
・
世
界
史
教
員
一
名
に
て
査
読
を
お
こ
な
い
、

若
干
の
修
正
意
見
を
加
え
て
掲
載
を
可
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
本

号
で
の
収
録
に
至
り
ま
し
た
。

建
設
的
な
批
判
と
反
批
判
の
場
が
保
証
（
保
障
）
さ
れ
る
こ
と
は
、

学
問
と
学
界
（
学
会
）
の
民
主
的
存
立
と
健
全
な
運
営
・
発
展
と
い
う
、

学
術
の
根
幹
に
関
わ
る
決
定
的
な
重
要
事
で
す
。『
奈
良
史
学
』
が
そ
の

よ
う
な
場
を
提
供
で
き
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
そ
れ

を
実
現
し
、
歴
史
学
者
と
し
て
真
摯
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
谷
口
氏
に
、

あ
ら
た
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
二
〇
二
四
年
度
奈
良
大
学
史
学
会
会
長　

木
下
光
生
）

『
奈
良
史
学
』
第
四
二
号
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。
今
回
も
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
寄
稿
者
の
み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
広
範
に
議
論
が
か
わ
せ
る
場
に
な
る
よ
う
工
夫
を
す
す
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集
担
当　

河
内
将
芳
）

編　

集　

後　

記
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奈
　
良
　
史
　
学
　
　
第
四
十
二
号

二
〇
二
五
年
二
月
一
日
発
行

発
　
行
　
者
　
　
奈

良

大

学

史

学

会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
長
　
木
　
下
　
光
　
生

印
　
刷
　
所
　
　
共
同
精
版
印
刷
株
式
会
社

奈
良
市
山
陵
町
一
五
〇
〇
奈
良
大
学
文
学
部
内

〒
六
三
一
― 

八
五
〇
二

℡
　
〇
七
四
二 

― 

四
四 

―
一
二
五
一
（
代
）

振
替
　
〇
〇
九
九
〇 

― 

二 

― 

三
一
五
九
四
九

　　
　
　
　

奈
良
市
三
条
大
路
二
丁
目
二 

― 

六

〒
六
三
〇 

― 

八
〇
一
三


